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学校再開！「新しい生活様式」とともに！ 
・ 段階的な教育活動（５／２０～）  

・ 通常の教育活動再開（５／２７～） 
4月13日(月)から始まった新型コロナウイルスの感染拡大によ

る臨時休業は、二度の延長を経て、先週5月11日からは「段階

的な教育活動の試行」・今週20日からは「段階的な教育活動」そ

していよいよ27日からは通常の教育活動の再開となります。 

しかし、新型コロナウイルスとの戦いがなくなったわけではあり

ません。再び感染が広がらないよう、「新しい生活様式」の中での

教育活動が求められています。 

本校においても、学習内容や学習順序の見直しや学校行事・集会

活動等の実施の可否や実施方法・形態の工夫など、様々な面で教育

活動の見直しを図っています。感染防止対策をすることで実施が可

能になる活動については、実施時期や方法を適切に判断して進めて

いきたいと考えています。子どもたちに対しても、自分の命や大切

な人の命を守るために必要な「新しい生活様式」の習慣化が図れる

ような指導を進めて参ります。 

子どもたちの心に「うるおい」と「ワクドキ」を！       

長い臨時休業のために家庭での生活をがんばってきた子どもたちには、学校生活の中での教師や友達と

のふれあいが「心のうるおい」となっています。「学校に来たかった」「友達と遊びたかった」この思いが

『笑顔』となってあふれ出ています。本来、子どもたちが楽しみにしている「わくわく・どきどき」する

ような発見や人との出会い・探求活動や体験活動なども、コロナ対策をとることで可能な活動については

できるだけ実施していきたいと考えています。21日に予定している田植え体験の講師は、今年度から本

校用務員としてもお勤めいただいている遠藤徳雄さんです。 

 

かけがえのない「いのち」を守る学習 

子どもたちの命に関わる学習は、例えコロ

ナの時代であっても大切にしていきたい内容

です。5月11日(月)には、第1回交通教室

を実施し、横断の仕方やバスを降りた後の動

きについて確認しました。「家庭の交通安全

推進員」委嘱状を交付された6年生は、交

通安全への意識を高めていました。 

今後は、避難訓練や防犯教室、第2回交通教室などを予定しています。感染予防の観点から外部講師は

招聘しませんが、実施方法を工夫して行っていきます。 

厚生労働省ＨＰより 
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